
鈴木憲夫 「ほほえみ」 練習指示ノート                         杉山範雄 

 

※全曲必ず、声をだして詩を読む(自分なりの感情をこめて)。 

「憧れ」 

Tempo ♩＝66表記通り 

必ず、声をだして詩を読む(自分なりの感情をこめて)。 

フレーズは基本 2小節＋2小節＝大きく 4小節を感じる。 

8小節目、8分休符はブレスしないで 2小節一つ。9小節目はブレスあり。 

繰り返し後は P (小さく)、「ただひとつの～」からクレッシェンド、11小節目でデクレシェンド。 

１２小節「ほしのながれ～」con moto(動きを持って)は、少し前に進む(速く)ように。 

１６小節「まちましょう～」はたっぷり、余裕をもって。 

１７小節「いつまでもの～」の前でブレス、3拍目裏からのデクレシェンドは時間をかけて。 

18 小節「花さく日を」は丁寧に時間をかけて明るく。花＝H、咲＝S、日＝H の語頭の子音を早めに長めに処

理する。 

 

「ねんねんねっころやまのネムのはな」 

子守歌なので、明るく。悪魔のささやきにならないように。 

4小節１つ、助詞は軽く、しかし Legatoで。 

11小節～短調から長調の変化を感じる。音楽が明るく広がりがでるイメージ。Ten、Baｓの Uｍは humと同じ口

を閉じたハミングで。 

17小節 Ten2拍目のシ♭ラ ラ♭ ソの半音進行を正確に歌えるようよく練習する。 

D.S(ダルセーニョ)ごは PP(ピアニッシモ)最上に柔らかく、慈愛をもって。しかし、暗くならないように。 

 

「朝に」 

Ansdante ♩＝８０くらい 

１～６小節 ２小節＋３小節で大きく一つのフレーズ。 

７小節目の休符は休みでなく、詩のつながりを感じて。 

６～７小節、７～８小節のクレッシェンド、デクレシェンドの２つの波を意識。 

９～10 小節、リズム読みをしっかりやる。めざめた「め」、ぼくの「ぼ」、こころ「こ」、はなしかける「は」の語頭、言

葉の流れを意識して。 

13 小節 Sop＋Aｌｔのシンコペーション、風で花や木がやさしく揺れているように動きを持って。3 回とも違う動

きが BEST。 

17小節、「空」に視界が向いたようような広がりのあるサウンドで。 

23小節～25小節で 1 フレーズ、休符はブレスしない。 

26小節からは 2小節単位で。 

30小節 Un pcp meno mosso(少し前より遅く)、慈愛を持って語るように。３２アウフタクト～34小節まで一息。 

33小節の atempo(元の速さで)は明るく、笑顔のままでデクレシェンドしてｍPに向かっていく。 

38 小節 Un は hum と同じ口を閉じたハミング。優しい風が吹いているイメージ、2 小節ごとにふくらみを持っ

て。 

 

 



『めぐりあいの中に』 

♩＝70 ぐらい 

短調だが、暗くならない。温かさをもって 

2 小節 出だしのやの「ｙ」の子音そろえる。iの口から始める 

※１～10小節間Ｐ(音価：ピアノ)をキープ 

6 小節 2分音符分しっかり伸ばす 

8 小節 『生み』の『う』の母音の響かせる  

１１～１２小節少し膨らませて『めぐりあいに』に向かう。13小節目からデクレッシェンド 

14小節 音価をＰに戻す 

18～30小節 三連符の動えｔｙｔｙきをピアノとそろえて。少し前に進むように。『喜びも』は言葉通り明るく。 

20小節 ときにの『に』の 1.5拍で『かなしみ』へのニュアンスに音色を変える 

21小節 『かなしみ』のニュアンス、22小節のクレッシェンドしっかり 

26小節に入ってからデクレッシェンド。 

31～34小節 1回目より、2回目のめぐりあいを強調する。iの母音の響きをそろえて 

39小節 風 K、花びらＨ、運ぶＨの子音を大切に長めに発音する 

46小節 伸ばす音に緊張感があるように 

ダルセーニョ後は更に緊張感をもって 

コーダ Coda 

67小節アウフタクト 『だからひとは』明るさをもって 

71～75小節のクレッシェンドをしっかり 

76小節 またの『ま』に重み 78小節アルト＋バス 2拍目の 8分音符の動きしっかり。 

 

『ほほえみ』 

全体的に幸福感に満ちて 

フレーズの上がりを意識して、声の響きが常に上にあるように。 

同じ音は必ず２つ目から 1枚皮ずつ上げていくように。 

1 小節 『を』助詞を軽く 

2 小説 ソプラノ＋アルト：付点 2分音符は 3小節目頭の休符を意識してさばく。 

テノール：付点 4分音符を少し膨らませて 8分音符の動きを出す 

3 小節 8分音符は準備で、休みではない。 

4 小節 4拍目裏、全員揃って入ることを意識 

5  小節 ソプラノ：下降型で声の響きピッチが下がらないように。アルト：『また』動きしっかり 

6～9小節 『やさしいほほえみは』一息で。バスは休符が無いためカニングブレス。 

12小節 ソプラノ：2拍目裏の『な』の音のピッチ＋響きが落ちないように。 

15小節 『ほほえみ』タイトルコールなので、大切に丁寧に 

16小節 Poco piu mosso 少し前に進むように 

18～19小節 アルト：下降する音型を良く響かせて、19小節頭の♮のファをしっかり鳴らす 

20小節 テノール：4拍目裏の 8分音符を優しく目立たせて 

22小節 アルト＋バス：4拍目の動きそろえて 

24小節 アルト＋テノール：動きそろえて。デュエットのように  

25小節 ソプラノ：主旋律を意識 バス：ソプラノと縦をそろえて。 

27小節 アルト：下降しながらのソプラノのエコーを意識、しっかり響かせて 



27小節 テノール：同じ音が下がっていかないように。 

      バス：下降形のソ・ファ・ファ♯の響きを落とさないように 

32小節 アルト・テノール：メロディーが乱暴にならないように 

36小節 全パートが揃うことを意識。 

37～40小節 きれいなほほえみは 一息で 

43小節 ソプラノ＋アルト はな H さく S 子音を丁寧に。早めに長めに発音 

 

 

 


